
 
様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成２３年５月１６日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究分野：アメリカ文学およびアメリカ研究 
科研費の分科・細目：人文学Ａ・各国文学・文学論 
キーワード：文学教育、リベラルアーツ、アメリカ教育史、ヨーロッパ教育史、高等教育制度 
 
１．研究計画の概要 
1991 年にいわゆる大学設置基準の大綱化が
なされて以来、日本の多くの大学で教養課程
が廃止され、英米文学や英語を広く扱ってい
た英文科という名称が日本の多くの大学か
ら消滅し、ドイツ語ドイツ文学、フランス語
フランス文学などの専任のポジションも著
しく激減してしまった。並行して、高校時代
から受験勉強に集中する咋今の大学生にと
ってはますます文学作品に触れる機会が減
少し、文学離れは顕著な現象として観察され
るようになった。一方で、大学における文学
研究は文学理論研究を中心に大きな変化を
遂げた。こうした状況を反映して、大学の教
育現場においては、高度に発達した文学理論
を駆使する教える側と、文学作品に触れる経
験のごく浅い教わる側との乖離は相当深刻
になってきている。そのためか、どの大学に
おいても文学の専攻生の数は激減している。
本研究は文学教育がどのような姿をとるべ
きか。ことに将来、文学研究者になることを
目指していない一般の学生にとって、文学教
育はいかなる形をとったらよいのか。教養学
部あるいは教養教育において、どのような作
品をどのようなスタイルで教えたら良いの
か、こうした問題をアメリカ、イギリス、フ
ランスなどの諸外国、そして日本での現状を
踏まえながら、国際比較し、あるべき姿を模
索しようとするものである。その際、数量的
あるいは統計学的な比較研究をめざすので
はなく、長く教育の現場にたずさわってきた
熟練した教育者から直接、経験談をとおして
将来を見据えた知見を集めようと意図する
ものである。 
 

２．研究の進捗状況 
初年度から海外からの著名な研究者、教育者
を招いて、講演会およびシンポジュームをた
びたび開催することができた。コロンビア大
学のギャリー・オキヒロ教授、ワシントン州
立大学のスティーヴン・スミダ教授、カラマ
ズー大学のデイヴィッド・シュトラウス教授
オックスフォード大学のマルコム・デイヴィ
ス教授、キャサリサンビー教授、スティーヴ
ン・ハリソン教授、ハーヴァード大学のデヴ
ィッド・ホール教授、ブリストル大学のジョ
ン・リー教授、ボストン大学のアニタ・パタ
ーソン教授、カルフォルニア州立大学のスー
ザン・クライン教授、サンテチエンヌ大学の
セバスチャン・ミュリエ教授、フォーダム大
学のジェイムズ・マルーシス教授、パリ第三
大学のピエール・エドモン・ロベール教授な
どの研究者と、現地あるいは、国際基督教大
学で、研究分担者とともに直接対話を通じて
具体的な問題を親しく語り合えた事は大き
な収穫であった。様々な知見が得られたが、
共通していえることは、学生がほとんど文学
に触れる事無く大学に入学してくるが、その
読書経験がますます狭くなっているという
ものだった。となれば、どういった代表的作
品、あるいは古典的な作品に触れさせるかが
大きな課題だが、古典的な作品理解がしっか
りしているイギリスの大学とは違い、ハーヴ
ァード大学ではその議論に相当の時間をか
けたが結局結論がでなかったという、深刻で
興味深い問題が披瀝された。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
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ボストン大学での調査からもあきらかなよ
うに、文学作品を単なる作品分析や文学理論
から研究するのではなく、具体的な手段、例
えば、朗読とか演技などを通じて経験的に作
品にアプローチさせる方法が今の学生には
有効であることが分かってきた。その意味で
演劇をどのように取り入れるかは一つの可
能性である。カルフォルにア大学からは、オ
ーディオ・ヴィジュアル教材が異文化理解に
きわめて有効でることが示された。また文芸
活動に直接関わっている作家の見方を取り
入れる事も意味があると感じられる。つまり
文学作品の分析もさることながら、文学を
「する」要素、つまり体験として文学経験を
もたせることもかなり重要な要素だという
事の認識が定着してきた。ことに文学の専門
家を目指すのではない教養学部の学生にと
って、文学を体験する事の意味は，将来を考
えれば計り知れない。 
 
４．今後の研究の推進方策 
最終年度をむかえ、アメリカにおけるいくつ
かの事例研究と現地調査を継続しつつ、これ
までの知見を基礎に、いかに生きた形での文
学を「する」教育を現場にとりいれるかを、
今年のテーマに掲げ、共同研究者および、作
家や演出家をゲストとして迎え、秋には活発
な討論の場を設けて集大成としたい。 
幸い本学にはきわめて活発な作家活動、演出
活動を実践している教養学部卒業生がいる
ので、その中から、奥泉光氏、平田オリザ氏、
東北弁でのシェークスピアを演出している
下館和也氏を招聘して、しめくくりのシンポ
ジュームを構成する予定である。この三人は、
多彩な文芸活動をしながらも、それぞれ大学
で文学を講じている。その観点から現在の学
生にどのように文学を体験させ、教えるか示
唆に富む知見が披瀝されるのではないかと
期待される。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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